
（単位：百万円）

公債費
19,644
16.0%

人件費
12,261
10.0%

扶助費
40,535
33.0%

その他
17,417
14.2%

補助費等
9,525
7.8%

義務的
59.0%

投資的
7.2%

物件費
14,542
11.8%

普通建設事業費
8,822
7.2%

歳出（性質別）

その他
33.8%

公債費
19,644
16.0%

人件費
12,261
10.0%

扶助費
40,535
33.0%

その他
17,417
14.2%

補助費等
9,525
7.8%

義務的
59.0%

投資的
7.2%

物件費
14,542
11.8%

その他
33.8%

自主
財源
37.0%

依存
財源
63.0%

国・県支出金
33,350
27.2%

地方交付税
23,999
19.6%

[分類名]
[値]
10.7%

市税
33,995
27.7%自主

財源
37.0%

依存
財源
63.0%

国・県支出金
33,350
27.2%

地方交付税
23,999
19.6%

[分類名]
[値]
10.7%

市税
33,995
27.7%

その他自主財源
8,899
7.3%

[分類名]
[値]
2.0%

その他依存財源
6,872
5.5%

【歳入歳出の構成比】

歳入

平成３０年度　当初予算決まる

平成３０年度 当初予算の概要

＝予算編成の基本的考え＝

平成３０年度予算は、市政課題が山積し、依然として厳しい財政状況下にあるものの、

豊富な地域資源を有する都市として、更なる交流人口の拡大を図り、新ビジネスの創

出などにより産業・経済の発展や地域活性化に向けてチヤレンジし続ける街、「挑戦

を誇れる街」への取組みを更に前に進めるため、限られた資源を最大限有効に活用し

ながら、「しごと創り」、「ひと創り」、「まち創り」、「やさしい街」、「つよい街」、「かがやく街」の６本柱を重

点に編成、緊急課題である、新市庁舎整備及びバリアフリー化を含めた青森駅周辺整備を本格化させるため

の事業費のほか、地域医療の核となる市民病院と浪岡病院の抜本的な経営改善を加速するための経費を計上

しています。厳しい財政状況の中、市民の皆様にとって真に必要な施策に、優先的、重点的、効率的に配分

することで、持続可能な財政運営に留意しつつ、あおもりの再生を確実に進めていく。（当初予算（案）の概要から）

１. 一般会計予算規模
119, 064 百万円（対前年度 :△332 百万円、△0.3％） 

※市債借換 (3, 682 百万円 ) 除く

市債借換とは：公共施設の整備などの資金として借り入れ
　　　　　　　（市債）をより低金利に返済計画を組み直す事

　

２. 主な事業
◆「しごと創り」◆
「地域企業新ビジネス挑戦支援プロジェクト」

（５３,０１０千円）
「あおもり地域ビジネス交流センター」が旧サンフレンド

ビルに移転することに伴い、起業意識の醸成を図る「（仮

称）あおもりスタートアップ支援セミナー」を開催し、学生に

よるビジネスアイデアコンテストを含む「地域ベンチャー支

援事業」や、街づくりを通じた学生の社会経験の支援を目

的とした「あおもりフイールドスタデイ支援事業」を実施す

ることにより、学生、起業家予備軍、起業家までの一気通貫

の支援を行う。

◆「ひと創り」◆２０億円の寄付を活用
「こども食育レツスン１・２・３事業」（９００千円）
「食育チャレンジープログラム事業」      （２００千円） 

青森の未来を担う子どもたちの健康的な食習慣づ

くりを推進するため。

「青森市アリーナプロジェクト推進事業」 
（２７,０４１千円）

昭和５２年の建設以来、老朽化の進んだ市民体育

館を青森操車場跡地に建て替えるため、有識者や公

募市民を交え検討するため

「学校トイレの洋式化」 　　 （１２,９６７千円）
小学生が快適で健康的な学校生活を送るのため。

◆「まち創り」◆
「青森市総合計画」の見直し　（９,０５８千円）

まちづくりの方向性として、都市の効率性を高める

複数の拠点づくりと、それらを結ぶ公共交通ネットワー

クを有機的に連携させる「コンパクトープラスーネット

ワーク」へと方針を大きく転換させたことを踏まえ、青

森市の『新たなまち創り』の計画としての改定に取り組む。

「新規バス路線の実験運行」　　　（１,８６６千円）
市民の足となる市営バス事業において、平成２２年以来

大幅なダイヤ改定ができていなかったため、５つの新規路

線で１０月より実験運行を行うため。

◆「やさしい街」◆
「地域福祉計画推進事業」　　　（１２,４０４千円）

健康寿命延伸戦略事業として、がん対策や糖尿病対策、

たばこ対策への重点的な取組、関係団体と連携い、デー

タ分析を行い、健康リスクの見える化や生活習慣病予防の
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１
．
駅
前
庁
舎
に
つ
い
て

質
問
要
旨　

駅
前
庁
舎
に
つ
い
て
、
初
め
て
行
っ
た
方
か
ら

は
迷
う
と
の
声
も
聞
き
ま
し
た
の
で
、
駅
前
庁
舎
の
案
内

表
示
設
置
に
つ
い
て
の
市
の
基
本
的
な
考
え
方
を
聞
い

た
。

答
弁　

市
で
は
、
駅
前
庁
舎
に
来
庁
さ
れ
る
市
民
の
皆
様

を
わ
か
り
や
す
＜
案
内
で
き
る
よ
う
、
各
フ
ロ
ア
の
入
り

口
部
分
へ
の
全
館
案
内
板
の
設
置
、
絵
文
字
を
使
い
窓
口

ご
と
に
色
分
け
し
た
誘
導
表
示
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今

後
に
お
い
て
も
必
要
に
応
じ
改
善
す
る
と
と
も
に
、
行
き

先
を
お
探
し
の
方
へ
の
積
極
的
な
声
が
け
を
行
う
な
ど
、

接
遇
の
向
上
に
も
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
駅
前
庁
舎
に
関
す
る
質
問

①　

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
場
所
が
わ
か
る
よ

う
な
案
内
表
示
を
す
る
よ
う
聞
い
た
。

②　

立
体
駐
車
場
か
ら
目
的
の
部
署
に
向
か
う
際
に
必
要

な
駐
車
場
内
表
示
に
つ
い
て

③　

ア
ウ
ガ
の
避
難
訓
練
で
の
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

　
　
　

避
難
経
路
の
明
確
化

（
さ
ん
ぽ
ぽ
か
ら
の
避
難
経
路

を
増
や
す
）

④　

上
部
に
あ
る
避
難
誘
導
表
示
を
、
下
部
（
床
表
示
等
）

の
設
置
に
つ
い
て

⑤　

臭
気
対
策
へ
の
要
望

２
．
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

質
問
要
旨  

仙
台
市
で
は
、
宮
城
県
が
策
定
し
た
、
「
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
及
び
運
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

参
考
に
、
町
会
へ
の
設
置
補
助
制
度
創
設
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
青
森
県
に
対
し
、
同
趣
旨
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策

定
を
働
き
か
け
、
市
も
町
会
補
助
制
度
を
創
設
す
る
よ

う
聞
い
た
。

答
弁　

防
犯
カ
メ
ラ
に
よ
り
犯
罪
の
発
生
抑
止
に
効
果
的

で
あ
る
も
の
の
、
不
特
定
多
数
の
住
民
を
撮
影
す
る
こ

と
と
な
る
た
め
、
被
撮
影
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
等
の
基

本
的
人
権
を
侵
害
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
が
、
宮

城
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
、
青
森
県
に
対
し
、
設

置
を
呼
び
か
け
、
市
と
し
て
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

３
．
環
境
行
政
に
つ
い
て

質
問
要
旨  

黒
石
地
区
清
掃
施
設
組
合
か
ら
の
脱
退
を

撤
回
し
た
が
、
そ
の
経
緯
と
、
浪
岡
地
区
の
ゴ
ミ
を
新
清

掃
工
場
で
処
理
で
き
る
見
通
し
に
つ
い
て
聞
い
た
。

答
弁　

新
ご
み
処
理
施
設
に
お
い
て
、
全
て
の
ご
み
を
処

理
す
る
た
め
、
減
量
化

・
資
源
化
に
取
り
組
ん
で
き
た

結
果
、
予
定
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
今
年
度
の
傾
向
は
、

事
業
系
可
燃
ご
み
は
前
年
度
と
比
較
し
て
減
少
し
て
い

る
も
の
の
、
家
庭
系
可
燃
ご
み
は
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
が
、
当
面
は
、
減
量
目
標
の

達
成
を
目
指
し
て
引
き
続
き
ご
み
の
減
量
化

・
資
源

化
に
取
り
組
ん
で
い
く
が
目
標
の
達
成
後
は
、
ご
み
の

排
出
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
黒
石
地
区
清
掃
施
設
組
合

及
び
構
成
市
町
村
と
相
談
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
市
職
員
の
主
任
管
理
者

　

手
当
の
廃
止
に
つ
い
て

質
問
の
概
要　

市
民
の
安
全
に

関
わ
る
制
度
の
直
し
に
伴

い
、
法
令
上
の

「
作
業
主
任

者
」
等
と
し
て
の
責
任
は
誰
が

負
う
の
か
、
ま
た
、
万
一
、
事

故
や
労
働
災
害
が
発
生
し
た

場
合
の
責
任
は
誰
が
負
う
の

か
、
明
確
に
さ
せ
る
た
め
。

一
般
質
問

平成２７年度から５年間
可燃ごみ減量目標  10,400 トン

減量達成量

3,370 トン

5,732 トン

1,299 トン

減量目標

 2,600 トン

 4,200 トン

 1,200 トン

平成 27 年度

平成 28 年度

平成 29 年度

ための働き盛り世代への保健指導の強化などを行う。

「青森市民病院・浪岡病院経営改善事業」
（５５２,０８２千円）

経営改善のため、病院事業会計に３億円の基準外繰出

を行い、医師、研修医、看護師の皆様の執務環境の改

善や医療安全管理・がん診療支援などの環境整備とも

に、浪岡病院は、老朽化した施設の建替えに向けた経

費を計上。

◆「つよい街」◆
「防災拠点機能整備事業」　　　　（６,９８４千円）

地域の防災体制を一層強化するため、新たに中学校等を

バックアップ施設に追加するとともに、高齢者や乳児のた

めの飲料水をはじめとした備蓄物資を追加配備するための

経費を計上。

「流雪溝整備事業」　　　　　（２８４,０７２千円）
複数地区での事業展開が出来るようになった事から、佃

地区整備の加速化と青森駅西側の篠田地区の調査及び浪

岡の北中野地区の整備に着手。

◆「かがやく街」◆
「道路照明灯維持管理事業」（ESCO）
「公園施設管理事業」　　　　（１７２,４３７千円）

照明のＬＥＤ化による維持管理費やエネルギー消費削減

の取組を道路照明灯や公園照明灯にまで拡大する。

「むつ湾環境保全活動促進事業」　（１,４３９千円）
「恵みの海」陸奥湾の良好な水質環境を守るため、青森市一

市だけでなく沿岸市町村全体で守っていくことの大切さを学

ぶことを目的に、小学生などが陸奥湾沿岸の周辺町村を訪問

し、植樹や海岸清掃といった環境保全活動を実施するため。



ー流雪溝整備の主な条件ー

①（水の確保）取水ポンプが設置できる場所がある事

②（流末の確保）自然に川や海に流れる流雪溝の勾配が確保できる事

③（維持管理体制の確保）管理組合を組織して維持修繕ができる事

篠田地区には、すでに、国道２８０号線の一部に流雪溝は設置さ

れていますが、水を確保できずに流雪溝として機能していません。

この事と青森駅周辺整備事業（東西自由通路を含む）が相まって、

流雪溝整備への調査スタートとなったものと思います。

調査地区の皆様には、流雪溝の設置に大きな期待をお持ちだと

思います。　桜川、筒井地区を参考にすると、篠田地区の約２０００

世帯すべての家庭が流雪溝を利用できる状況は、極めて厳しい状況

にあります。その主な理由は、各家庭の下水道の配管の状況によっ

て、流末（勾配）が確保できないためですが、より多くの家庭で利用

するためには、中間ポンプを設置できる場所や調整槽等の工夫が必

要と考えています。

新年度調査が始まりますので、市からの指導を受けて、実施に向け

て必要な管理組合の設置や、地域住民の合意に向けて取り組んでい

く必要があります。

篠田地区・流雪溝設置への第一歩　調査費が可決

篠田地区

約 2,000 世帯

桜川・筒井地区

約 3,700 世帯

約 1,000 世帯

 年６千円

流 雪 溝 利 用 区 域 の 世 帯 数

利用組合に加入している世帯

流 雪 溝 利 用 組 合 の 組 合 費

※参考資料（桜川・筒井地区流雪溝）
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止
に
つ
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て

☆ご意見・ご要望をお待ちしています☆

社民党控室　藤田まこと　

TEL:017-734-5692  FAX:017-722-8902

一
般
質
問

ための働き盛り世代への保健指導の強化などを行う。

「青森市民病院・浪岡病院経営改善事業」
（５５２,０８２千円）

経営改善のため、病院事業会計に３億円の基準外繰出

を行い、医師、研修医、看護師の皆様の執務環境の改

善や医療安全管理・がん診療支援などの環境整備とも

に、浪岡病院は、老朽化した施設の建替えに向けた経

費を計上。

◆「つよい街」◆
「防災拠点機能整備事業」　　　　（６,９８４千円）

地域の防災体制を一層強化するため、新たに中学校等を

バックアップ施設に追加するとともに、高齢者や乳児のた

めの飲料水をはじめとした備蓄物資を追加配備するための

経費を計上。

「流雪溝整備事業」　　　　　（２８４,０７２千円）
複数地区での事業展開が出来るようになった事から、佃

地区整備の加速化と青森駅西側の篠田地区の調査及び浪

岡の北中野地区の整備に着手。

◆「かがやく街」◆
「道路照明灯維持管理事業」（ESCO）
「公園施設管理事業」　　　　（１７２,４３７千円）

照明のＬＥＤ化による維持管理費やエネルギー消費削減

の取組を道路照明灯や公園照明灯にまで拡大する。

「むつ湾環境保全活動促進事業」　（１,４３９千円）
「恵みの海」陸奥湾の良好な水質環境を守るため、青森市一

市だけでなく沿岸市町村全体で守っていくことの大切さを学

ぶことを目的に、小学生などが陸奥湾沿岸の周辺町村を訪問

し、植樹や海岸清掃といった環境保全活動を実施するため。
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